
「まちの防災イベント2026」に出展
  ～実験で多くの方に流域治水を知っていただきました～

3月22日（日）に、イオンモール土岐で開催された土岐市主催の「まちの防災イベント」に出展しました。

流域治水の効果を体験する模型実験や、東海豪雨のパネル展示をとおして、来場された多くの方に土岐川・庄

内川の流域治水について知っていただくことができました。

SHONAIGAWA RIVER OFFICE

タブレット端末を使用した、流域

治水について考える「大雨の日た

けんクイズ」にチャレンジ!

ビーズを水に見立てて、山に降った雨を再現。

ダムや、ため池がある場合と、ない場合で水

の流れの変化を実験!

ダム等がある場合と、ない

場合のビーズの量の違いで

ダムの重要性を確認。

東海豪雨25年のパネルを展示。東海

豪雨のことを知らない世代の方も、

大人になっています。

河川パトロールカー、道路パトロールカー、凍結防止剤散布車、排水ポンプ車、

照明車を展示。乗車体験会も開催しました。

多治見砂防国道事務所も、模型を使った土石流が発生した場合の砂防ダ

ムの実験や、御岳山に関する展示のほか、降雨体験車などを出展。
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